
広報

　

「
広
報
や
な
せ
が
わ
」
は
第
６
０

号
を
迎
え
ま
し
た
。

町
内
会
設
立
が
昭
和
５
６
年
４
月

２
６
日
（
１
９
８
１
年
）
４
３
年

経
ち
「
広
報
や
な
せ
が
わ
」
が
昭

和
６
０
年
６
月
１
日
（
１
９
８
５

年
）
に
第
１
号
が
発
刊
さ
れ
て
か

ら
今
月
号
ま
で
の
約
３
９
年
間
、

年
に
１
～
２
回
発
行
し
て
き
ま
し

た
。

　

市
報
、
回
覧
板
、
ポ
ス
タ
ー
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
使
っ
て
、
自
治

会
・
町
内
会
の
行
事
予
定
や
活
動

成
果
を
広
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

は
、
一
体
感
を
高
め
る
た
め
に
は

重
要
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

広
報
部
員
の
お
陰
で
す
。

最
初
の
頃
の
発
行
は
ガ
リ
版
刷

り
で
、
大
変
な
苦
労
を
重
ね
て
の

発
行
で
し
た
。

広
報
は
、
会
員
の
方
々
に
情
報

を
送
り
共
有
す
る
こ
と
に
依
り
、

街
の
出
来
事
、
町
内
会
の
活
動
な

ど
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
段
、
町
内
会
の
活
動
に
対
し
、

関
心
が
あ
ま
り
な
い
方
も
、
そ
う

し
た
広
報
物
を
目
に
す
る
こ
と
で
、

町
内
会
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

町
内
会
の
歴
史
と
し
て
も
、
会

館
が
無
い
た
め
、
歴
代
の
会
長
は
、

行
事
会
議
の
あ
る
た
び
に
、
三
小
、

城
町
内
会
館
、
館
町
内
会
館
（
旧

会
館
）
等
を
予
約
す
る
が
、
中
々

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
借
り
る
こ
と
が

出
来
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

他
に
も
、
体
育
祭
の
打
ち
上
げ

も
会
館
が
借
り
ら
れ
ず
、
７
班
の

私
道
で
打
ち
上
げ
を
行
っ
た
り
し

た
歴
史
が
有
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
何
と
か
会
館
を
作
ろ

う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
寄
付

を
募
り
、
代
々
の
会
長
他
役
員
の

方
々
が
、
寄
付
集
め
に
動
い
て
く

れ
た
お
陰
で
建
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

人
間
は
社
会
的
動
物
と
い
わ
れ

ま
す
。
個
々
で
動
い
て
も
中
々
解

決
で
き
な
い
事
も
、
地
域
で
動
け

ば
解
決
も
早
い
で
す
。

そ
の
為
に
は
情
報
共
有
が
大
事

で
す
。
広
報
が
続
い
た
お
陰
で
、

大
排
水
暗
渠
、
常
設
ポ
ン
プ
設
置

等
、
災
害
時
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
問
題
も
解
決
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

第６０号　発行 ２０２４年１２月２3日　柳瀬川町内会　広報部
ポインセチア

６
０
号
を
迎
え
た
広
報
や
な
せ
が
わ

会
長　

竹
前
栄
二
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西暦 元号 月 内　　容 広報

1981年 昭和56年
　小沢氏が個人として市へ６ｍ道路の舗装嘆願をするが、
受け入れてもらえず、団体の力で嘆願すれば、受け入れら
れるのではないかと柳瀬川町内会を結成することになる。

1981年 昭和56年 05月
　柳瀬川町内会結成式（第三小学校講堂）、87世帯
　小沢会長（初 代）、副会長：矢嶋

1982年 昭和57年 03月 　志木市広報に町内会発足の記事が掲載される 0号

1983年 昭和58年 05月 　矢嶋会長（2代目）、副会長：小島 1号

1984年 昭和59年
ソフトボールチーム「柳瀬川ブルース」結成
柏町6丁目テレビ共同受信施設組合（飛栄産業）

06月 　町内会広報「やなせがわ」創刊 1号

12月 　館会館において恒例の忘年会を開催 4号

05月 　倉田会長（3代目）、副会長：小島・野島 5号

10月 　第１６回志木市市民体育祭で町内会の皆様が大活躍 6号

1987年 昭和62年 03月 　６ｍ道路（町内中央通り）舗装完成
7,8号
 25号

1989年 平成1年 05月
　柳瀬川ブルース、市民ソフトボール大会優勝
　株式会社志木ケーブルメディア開局
　飛栄産業から志木ケーブルメディアへ保守管理移管

11号

1990年 平成2年 07月
　柳瀬川の堤に桜の木が植えられる。
マンション建設問題が起こり、建設業者へ環境に

　やさしい建設を要請。
13号

1991年 平成3年 05月 　奥村会長（4代目）、副会長：野島・田村 15号

1993年 平成5年 08月
　館町内会館の取り壊しにより、役員会、総会を
　市役所の柳瀬川駅前出張所を借りて行う。

17号

1986年 昭和61年

柳瀬川町内会　活動の歴史
  町内会広報もおかげさまで、創刊６０号を迎えることができました。そこで、町内会の歴史を広
報を振り返りながらまとめてみました。また、町内会のホームページに過去の広報が載せられてい
ますので,是非とも読み返してみてください。

 広報「やなせがわ」バックナンバー (coocan.jp)

 http://yanasegawa.life.coocan.jp/kouhou.html

1985年 昭和60年

舗装後の６ｍ道路 ２５号掲載
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西暦 元号 月 内　　容 広報

03月 リヴァージュ志木完成（町内会加入は1996年）

11月 　親睦旅行第1回（寄居・鬼石、1泊2日） 19号

1995年 平成7年 09月
　町内旗購入
　入口部分の道路拡幅舗装完成

号外

05月 　田村会長（5代目）、副会長：仁科・野島 23号

10月 　町内私道部分の全防犯灯取替え完了

11月 　親睦旅行第2回（湯田中、1泊2日）

1998年 平成10年 10月 　親睦旅行第3回（塩原、1泊2日）

1999年 平成11年 08月

　大雨で町内道路冠水被害を受けて、
　１ポンプ場の建設
　２余剰地を町内会館の建設予定地として貸与する
　３平成７年に『いこいの小径』が整備されており町
  　内会側の排水路も暗渠化して欲しい
　以上３項目の陳情書を２８６名の署名を添えて提出

24号

2000年 平成12年 05月 　仁科会長（6代目）、副会長：竹前・杉原（芳） 未発行

2005年 平成17年 06月 　館第二排水ポンプ場完成 未発行

05月 　竹前会長（7代目）、副会長：上条・伊藤（ふ）

09月
　防犯パトロール隊発足
　埼玉県ＨＰ　防犯・防災＞わがまち防犯隊にて、
　活動が紹介されています。掲載日：2024年3月6日

05月
　第136回芥川龍之介賞受賞 青山七恵「ひとり日和」
　に柳瀬川の桜並木が載る

25号

11月 　町内会館起工式 26号

03月 　町内会館落成 27号

10月 　親睦旅行第４回（鬼怒川温泉郷、1泊2日）

11月
「高齢者の正しい自転車通行及び歩行コンクール」で
　柳瀬川さくら会チームが優勝

08月 　柳瀬川町内会・子供会が発足

07月 　志木市主催の民謡流しに、町内会として初参加

10月 　市民体育祭に３８名が参加、鯉と桜吹雪柄の横断幕を披露。

11月 　親睦旅行第５回（白樺湖・野辺山、1泊2日）

2008年 平成20年
28号

2009年 平成21年 30号

21号

2006年 平成18年 25号

2007年 平成19年

1994年 平成6年

1996年 平成8年

町内の防犯設備 ２１号掲載
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西暦 元号 月 内　　容 広報

06月 　柳瀬川町内会のホームページがスタート 31号

11月 　親睦旅行第６回（三国峠温泉、1泊2日） 32号

06月 　柳瀬川町内会創立３０周年 33号

11月 　親睦旅行第７回（犬吠埼、1泊2日） 34号

2012年 平成24年 11月 　親睦旅行第８回（那珂湊、1泊2日） 36号

2013年 平成25年 11月
　この年から市民体育祭に不参加となり、代わりとし
　て芋煮会を行い、６０名ほどが参加する
　親睦旅行第９回（河口湖、1泊2日）

38号

2014年 平成26年 05月 　町内会館で「いろはカッピー体操」をスタート 39号

2015年 平成27年 10月 　柳瀬川町内会とレスト・ヴィラとの合同防災訓練 42号

2016年 平成28年 08月
　台風９号の影響で大排水路があふれ、側道が冠水
　し始めて、可搬式ポンプ２台を駆動し川に放水。
　館町内では、床下浸水も発生！

44号

2017年 平成29年 02月
　埼玉県南西部地区の『わがまち防犯隊レベルアップ
セミナー』に町内会から１４名が参加

45号

2019年 令和元年 10月
　台風１９号により市内でも道路冠水が発生したが、
　当町内会では市役所と協力し、午前中から対策と
　準備を進めたため、被害は皆無であった。

50号

07月 コロナ禍のため、各種イベントは中止になりました 51号

08月
　町内会館裏の通称「三角広場」で、朝６時半と
　８時半の２回、ラジオ体操を行う。

52号

2021年 令和3年 11月
　柳瀬川自主防犯パトロール隊が大野埼玉県知事から
　感謝状をいただきました。

54号

06月

　柳瀬川・城・館町内会による「可搬式ポンプ」
　稼働の合同訓練が行われました。
　会館において趣味の会「カーレット・電子ダーツ」
　が開始される

55号

11月 コロナ禍が明け、三角広場にて芋煮会を再開 56号

04月 コロナ禍が明け、三角広場にてお花見を再開

07月
　志木市の民謡流しが再開催されました。町内会と
　しては長年参加していましたが不参加となりました

08月 コロナ禍が明け、三角広場にて納涼会を再開 58号

2024年 令和6年 06月 　館大排水路拡幅改修及び暗渠化工事の開始 59号

2010年 平成22年

2011年 平成23年

2020年 令和2年

2022年 令和4年

2023年 令和5年
57号

町内の防犯設備 ２１号掲載
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発
行
の
内
容
が
似
通
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
会
の
皆
さ
ん
も
、
気
に
な
る

こ
と
、
小
さ
な
こ
と
で
も
良
い
の
で

是
非
寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

め
ざ
せ
１
０
０
号

　
　
　
　
　
　
　

５
班　

杉
原
正
規

　
「
広
報
や
な
せ
が
わ
」
が

6
0

号

を
迎
え
た
。

　

夏
と
冬
、
年
２
回
の
発
行
な
の
で
、

単
純
割
り
す
れ
ば
こ
こ
ま
で

3
0

年

で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
か
つ
て
の
号

を
振
り
返
り
た
く
な
る
わ
け
だ
が
、

印
刷
媒
体
だ
け
の
時
代
に
は
そ
れ
が

じ
つ
に
面
倒
だ
っ
た
。

時
代
が
変
わ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
紙
を
め

く
る
必
要
が
な
い
。
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
誰
で
も
、
ス
マ
ホ
（
や
パ
ソ
コ
ン
）

で
検
索
・
参
照
で
き
る
。
そ
の
サ
イ

ト
の
制
作
・
管
理
担
当
が
自
分
な
の

で
自
慢
め
い
て
し
ま
う
が
、
我
な
が

ら
便
利
な
も
の
だ
と
感
心
す
る
。

　

さ
て
そ
の
ペ
ー
ジ
（
こ
の
稿
末
尾

に
リ
ン
ク
先
あ
り
）
で
「
広
報
や
な

せ
が
わ
」
の
項
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

ズ
ラ
リ
と
号
数
が
並
ぶ
。
歴
史
の
折

り
返
し
点
に
あ
た
る

3
0

号
を
開
い

て
み
る
と
、
冒
頭
に
は
志
木
市
民
運

広
報
の
編
集
に
関
わ
っ
て

　
　
　
　
　

     

６
班　

宮
川　

憲
一

　

私
が
町
内
会
の
広
報
に
関
わ
っ
た

の
は
、
平
成

2
5

年
の
第

3
7

号

か
ら
昨
年
の
第

5
8

号
ま
で
の
期
間

で
す
。

　

当
初
は
２
班
の
川
口
勲
さ
ん
が
広

報
部
長
で
、
私
を
含
め
た
４
名
の
広

報
部
員
（
奥
村
さ
ん
、
竹
前
さ
ん
、

鈴
木
さ
ん
）
が
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

部
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
難
し

く
、
部
長
が
編
集
会
議
の
日
程
調
整

に
苦
労
し
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。

　

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
広
報

を
見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
編
集
作

業
は
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
他
の
規
模
の
小
さ
い
市
町

村
の
広
報
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
著

作
権
の
必
要
な
い
イ
ラ
ス
ト
や
素
材

を
探
し
、
寄
稿
さ
れ
た
記
事
は
で
き

る
だ
け
削
ら
ず
に
わ
ず
か
な
文
章
推

敲
で
掲
載
す
る
よ
う
努
め
、
読
み
や

す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
た
。

    
号
ま
で
の

流
れ

広
報
に
携
わ
っ
た
方
の
コ
メ
ン
ト

「
広
報
や
な
せ
が
わ
」
の
ロ
ゴ
は
町
内

会
の
横
断
幕
の
図
柄
を
基
に
作
り
、

手
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
完
成
に
は

満
足
で
し
た
。

　

内
容
は
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
案
内

等
、
「
民
謡
流
し
」
や
市
の
年
間
行
事

の
再
掲
載
、
町
内
会
の
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
、
新
会
員
の
紹
介
や
子
供
た
ち

の
話
題
、
町
内
会
員
の
趣
味
や
旅
行

情
報
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

年
を
追
う
ご
と
に
、
防
災
や
防
犯

意
識
を
高
め
る
た
め
の
情
報
が
増
え
、

地
震
や
台
風
に
備
え
る
具
体
的
な
対

策
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。　

ま
た
、

健
康
促
進
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
健
康
情
報
の
提
供

も
し
ま
し
た
。

　

第

5
0

号
か
ら
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
『
市
内
・
見
て
歩
き
』
の

連
載
が
始
ま
り
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
に
関
す
る
特
集
も
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

広
報
内
容
は
ニ
ー
ズ
や
関
心
に
応

じ
て
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
の

広
報
と
比
べ
る
と
情
報
量
や
内
容
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
、
防

災
・
防
犯
情
報
、
住
民
同
士
の
交
流

の
促
進
、
地
域
の
絆
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
年
２
回
の

60

動
会
の
我
が
町
内
テ
ン
ト
の
な
か
が

写
っ
て
い
る
。
う
ひ
ゃ
ー
、
皆
さ
ん

お
若
い
！

　

い
っ
た
い
こ
れ
が
い
つ
の
こ
と
か

と
見
れ
ば
、
発
行
日
が

2
0
0
9

年

1
2

月1
5

日
と
あ
る
。
1
5

年
前
で
あ
っ

て
、
冒
頭
述
べ
た
発
行
リ
ズ
ム
が
律

儀
に
狂
う
こ
と
な
く
現
在
ま
で
続
い

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
第

1

号
を
開
く
と
、
な
ん

と
そ
れ
は
手
書
き
の
ガ
リ
版
刷
り
で
、

発
行
が

1
9
8
5

年
で
あ
る
。
町
内
会
誕

生
（1

9
8
1

年
）
の

4

年
後
に
は
広
報

を
作
り
始
め
た
わ
け
だ
。

　

あ
る
い
は
町
内
会
創
立

3
0

周
年

記
念
（
3
3

号
）
の
内
容
も
、
こ
の

界
隈
の
古
い
歴
史
が
わ
か
っ
て
面
白

い
。
そ
れ
以
外
の
号
に
も
、
お
な
じ

み
メ
ン
バ
ー
の
若
い
姿
や
子
供
た
ち

の
幼
い
顔
が
ふ
ん
だ
ん
に
出
て
き
て

懐
か
し
い
。

　

さ
あ
、
こ
う
な
れ
ば
次
の
節
目
は

1
0
0

号
か
。
順
調
に
推
移
す
れ
ば

あ
と

2
0

年
…
う
ー
む
む
、
こ
の
号

を
見
る
の
は
自
分
は
不
可
能
だ
ろ
う
。

い
や
、
そ
の
こ
ろ
に
は
あ
の
世
か
ら

も
サ
イ
ト
を
覗
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
楽
し
み
に
し

て
向
こ
う
に
行
く
と
し
よ
う
。
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!
ヨ
コ
の
キ
&
'

①

手
塚
治
虫
は
'
歌
劇
団
で
有
名
な

兵
庫
県
の
こ
こ
で
生
ま
れ
ま
し
た 

⑤

名
作
マ
ン
ガ
>
ブ
ラ
A
ク
・
ジ

E
A
ク
F
の
主
人
公
の
職
業

⑧

太
陽
系
の
第
四
惑
星

⑨

ア
ク
シ
デ
ン
ト

⑪

祭
り
な
ど
の
行
列
に
着
飾
b
て

加
わ
る
子
供
た
ち

⑫

お
世
話
に
な
b
た
人
に
○
○

返
し
を
す
る

⑬ 

地
球
も
こ
の
中
の
星
の
一
つ
で
す 

⑭

赤
提
灯
の
居
酒
屋
の
店
先
に
下

げ
ら
れ
て
い
る
縄
○
○
○

⑯

猛
獣
を
入
れ
て
お
く
〇
〇

⑰

脇
役
は
○
○
プ
レ
�
ヤ
�

⑱

飛
べ
な
い
け
れ
ど
走
る
の
が
速

い
大
き
な
鳥

㉑
>
狼
男
F
兄
弟
を
描
い
た
手
塚
治
虫

の
マ
ン
ガ
作
品
¥
○
○
パ
○
ヤ 

㉒

ア
ト
ム
は
ロ
ボ
A
ト
だ
け
ど
'

○
○
○
が
あ
b
て
目
が
ぱ
b
ち

り
と
し
て
い
ま
す

㉔

Ｉ
Ｑ
と
い
え
ば
'
○
○
○
指
数

㉖

ブ
ラ
A
ク
・
ジ
E
A
ク
の
○
○

は
ツ
ギ
ハ
ギ
で
す

㉗

リ
ト
ル
の
反
対
が
ビ
A
グ
な
ら

ス
モ
�
ル
の
反
対
は
○
○
○

㉙
>
鉄
腕
ア
ト
ム
F
は
'
昭
和
２
６

年
当
時
に
○
○
○
の
２
１
世
紀

を
描
い
た
マ
ン
ガ
で
す

㉛

ア
ト
ム
の
身
長
の
○
○
○
は
'

１
３
５
セ
ン
チ
で
す

㉜
>
ブ
ラ
A
ク
・
ジ
E
A
ク
F
は
'

医
療
マ
ン
ガ
の
元
祖
か
つ
○
○

○
塔
と
さ
れ
て
い
ま
す

!
タ
テ
の
キ
&
'

① 

>
鉄
腕
ア
ト
ム
F
の
テ
�
マ
ソ

ン
グ
が
ホ
�
ム
に
流
れ
る
'
池

袋
と
新
宿
の
間
に
あ
る
駅

② 

自
由
な
行
動
を
妨
げ
る
足
○
○

③

手
塚
治
虫
の
名
作
漫
画
>
ジ
E

ン
グ
ル
大
帝
F
の
主
人
公
・
レ
オ

は
白
い
○
○
○
○
で
す

④

対
岸
の
○
○

⑤

手
塚
治
虫
は
ト
キ
ワ
荘
に
住
む
若
き

マ
ン
ガ
家
た
ち
の
精
神
的
○
○
○
○

と
し
て
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
し
た 

⑥

マ
ン
ガ
家
に
は
ペ
ン
ネ
�
ム
'

店
に
は
○
○
○
が
あ
る

⑩

そ
の
こ
と
を
よ
く
考
え
る
こ
と

○
○
○
○
の
余
地
が
あ
る

⑮

雨
が
レ
イ
ン
な
ら
虹
は
？

⑯

ア
ト
ム
の
親
代
わ
り
で
も
あ
る

鼻
の
大
き
な
博
士

⑱

代
わ
り
の
土
地

⑲ 

手
塚
治
虫
作
品
>
ｗ
３ 

ワ
ン
ダ
�

ス
リ
�
F
に
登
場
す
る
主
人
公
の
動

物
は
'
カ
モ
'
ウ
サ
ギ
'
○
○
で
す 

⑳

手
塚
治
虫
作
品
に
欠
か
せ
な
い

髭
が
特
徴
的
な
キ
E
ラ
ク
タ
�

㉓

刀
の
握
り
部
分

㉕

オ
モ
テ
の
反
対

㉗ 

粗
b
ぽ
い
ま
ま
の
○
○
ス
ケ
A
チ 

㉘

タ
イ
ム
ラ
グ

㉚

呼
吸
す
る
と
き
に
'
吐
い
た
り

吸
b
た
り
す
る

⼿塚治⾍クロス

ヒント：星印のマスには『リボンノキシ』が入る

! " # $ % &''( )

* + !, !!

!" ''( !#

!$''( !% !& ''(

!) !* !+ ",

"! "" "#

''( "$ "% "&

") "* "+ #,

#! #"''(
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使 記号 数字

無

無

無

無

無

1 2 3 4 5 6  ★ 7

タ カ ラ ヅ カ イ シ ヤ
8 9 10 11

カ セ イ ジ コ チ ゴ
12   ★ 13

ダ オ ン ウ チ ユ ウ
14  ★ 15 16   ★

ノ レ ン オ リ ウ
17 18 19 20

バ イ ダ チ ヨ ウ ヒ
21 22 23

バ ン パ イ ヤ マ ツ ゲ
  ★ 24 25 26

ボ チ ノ ウ カ オ
27 28 29 30

ラ ー ジ ミ ラ イ ヤ
31 32  ★

フ サ イ ズ キ ン ジ

▼クロスワードパズルの答え

回
答
例
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い
ま
す
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竹
前
恵
美
子

　
国
内
外
、
様
々
あ
っ
た
２
０
２
４

年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
暖
か
い
年
末
も
め
ず
ら
し
い

で
す
ね
。

　
さ
て
、
広
報
は
よ
う
や
く
６
０
号

を
お
届
け
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
市

長
、
教
育
長
は
じ
め
市
会
議
員
、
社

協
な
ど
に
も
手
渡
し
て
い
る
の
を
ご

存
じ
で
す
か
。

　
継
続
は
力
。
お
陰
で
柳
瀬
川
町
内

会
の
認
知
度
も
か
な
り
上
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
・
・
・
な
ん
て
手
前
味

噌
で
す
が
。

　
独
り
よ
が
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、

一
方
的
な
発
信
に
な
ら
な
い
よ
う
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
。
良
い
お

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
　

柳瀬川町内会には
ホームページがございます。

http://yanasegawa.life.coocan.jp

広
報
や
な
せ
が
わ
・
第　

号

【
編
集
】

柳
瀬
川
町
内
会
広
報
部

結
川
・
竹
前
・
三
井

60

結
川
一
義

　
脳
ト
レ
と
し
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
他
に

も
う
一
つ
載
せ
た
い
な
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
良
い
も
の
が

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
、
過
去
の
広
報
を
見
直
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
将
棋
や
囲
碁
を
載
せ

て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

私
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
悩
ん

で
い
た
と
こ
ろ
、
メ
イ
ク
１
０
と
い

う
パ
ズ
ル
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
４
つ
の
数
字
と
四
則

演
算
【
た
す
、
引
く
、
か
け
る
、
割
る
】

さ
ら
に
、
必
要
な
時
に
は
カ
ッ
コ
を

使
っ
て
、
１
０
に
な
る
計
算
式
を
考

え
る
も
の
で
す
。

　
た
と
え
、
答
え
が
出
せ
な
く
て
も

４
〜
５
分
考
え
る
だ
け
で
も
脳
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る
そ
う
で
す
。

是
非
と
も
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

三
井
康
継

　
記
念
の
号
も
無
事
に
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
号
を
数
年

後
に
見
返
し
た
時
、
そ
の
時
の
自
分

使える記号 数字 ()

① 1 ＋ 3 ＋ 8 － 2 =10 + - 1238 無

② 9 ＋ 4 － 1 － 2 =10 + - 1249 無

③ 2 × 6 ＋ 1 － 3 =10 + - × 1236 無

④ 6 ÷ 2 ＋ 8 － 1 =10 + - ÷ 1268 無

⑤ 3 × 5 ＋ 1 － 6 =10 + - ×÷ 1356 無

6 ÷ 3 × 5 × 1 =10

解答が何通りかできるものもあります

メイク１０　パズル

編
集
後
記

が
ど
ん
な
年
齢
を
重
ね
て
い
る
の
か
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
て
い
る
よ

う
な
心
境
で
す
。

　
次
は
７
０
号
！
そ
の
時
の
自
分
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

メ
イ
ク
１
０
パ
ズ
ル

解
答
例

前にきていた回覧を見直したり、町内行事予定や町内会館の予約状況を確認
したりすることができます。パソコンだけではなく、携帯電話でも一部の情
報を見ることができます。
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